
●推計人口 単位：人
人口

2015年 55,054
2020年 51,132
2025年 47,218
2030年 43,421 ※2029年 福祉ｾﾝﾀｰ 築65年
2035年 39,649
2040年 35,890
2045年 32,255
※国立社会保障・人口問題研究所「日本の地域別将来推計人口（平成30（2018）年推計」より
　2015年は国勢調査人数

●職員数の状況（各年4月1日） 単位：人
H29 H30 H31

一般行政部門 423 447 447
教育部門 111 84 78
消防部門 99 101 101
公営企業部門　病院 359 361 357
　　　　　　　水道 21 21 22
　　　　　　　下水 17 15 13
　　　　　　その他 35 33 35

計 1,065 1,062 1,053
※京丹後市人事行政の運営等の状況の公表について　より

●峰山総合福祉ｾﾝﾀｰ
概算

建築費 約10億円
除却費 約1.5億円

推計人口と職員数

第2回委員会でのご意見

①人口減少、勘案して計画しているのか

②福祉ｾﾝﾀｰの解体時期などのﾀｲﾐﾝｸﾞと金額、市の人口予想があるとｲﾒｰｼﾞしやすい

回答①

増築棟、再配置とも現状の職員数をもとに整備基本計画を策定しています。

（第2回委員会で回答済み）

回答②

職員の数は、地勢条件、住民の行政に対する要望、市の施策などの行政需要を勘案して決まって

いくものです。人口規模も重要な観点となることから、人口が減少していけば職員数も削減してい

くものと考えられますが、人口減少、少子高齢化の進展等により行政需要は拡大するなど、自治体

を取り巻く環境に様々な情勢の変化が起きています。

行政需要の量・質の変化が予想されるものの、ＩＣＴの活用により省力化・効率化も期待できる

ところであり、様々な要素がからみあうことから、人口減少を基にした職員数を推測することは現

状において困難です。

資料４


